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令和３年度 安全スローガン
「いつまでも 働く喜び 無事故から」

安全委員会より
工藤良一安全推進委員長

理事になって以来、今日まで安全推進員を務めてまいりましたが、年々
会員皆様の安全就業意識の高まりを感じております。しかしながら、事故
ゼロの目標は達成されておりません。
今年度から、剪定・草刈り両班の班長が安全推進委員として加わり、安

全パトロールを実施しております。「安全は全てに優先する」のモットー
のもと、更なる会員皆様の安全意識の高揚を期待しております。

【１１月２２日のパトロールでの注意点】

令和３年度事故発生状況

日時
性別
等

事故の状況 保険金額

7/27
（火）
10:10

男
68
歳

草刈り作業中、切株に刈刃が接触したところ、蜂
が飛び出してきて、左頬１か所と右前腕２か所を
刺される。

通院1日
2,000円

8/2
（月）
16:00

男
79
歳

草刈り作業中に、胸を１か所ハチに刺される。 通院1日
2,000円

10/25
（月）
7:30

男
85
歳

自転車で現場に向かう途中、道路を横断しようと
一時停止したところ、足を着けずに転倒、膝を強
打した。

入院17日
現在経過
観察中

【傷害】

日時
性別
等

事故の状況 保険金額

R2/9/9
（水）
11:00

男
73
歳

敷地内の草刈り作業中に、住宅と地面のキワに生えた雑草を刈り払う
際に住宅のコンクリート基礎部分に刈り刃をこすり付けてしまい、外
周延長３２．５ｍに渡って傷付けた。作業当日、作業員、発注者とも
傷付けた事に気付かず、雪どけ後発注者が気付き発覚した。

17,405円

【賠責】

◇植木囲い作業①
足場の悪い現場でしたが、各会員が声を掛け合

って安全に作業していました。脚立の「開き止め」
のかけ忘れがありましたので、必ずかけるように
しましょう。
◇植木囲い作業②
１名がヘルメット未着用で作業していました。

平地での作業でしたが、ヘルメット着用は基本
です。必ず着用するようにしましょう。



除雪作業中の事故に注意しましょう
１．屋根から雪が落ちてこないか注意する

・屋根から雪が落ちてくる可能性があるため、住宅の周りで除雪する際に軒下では注意。
・屋根に雪が積もって時間が経つと、氷のように堅くなり、直撃すると非常に危険。
・新雪や晴れて暖かい日のゆるくなった雪は特に注意。

２．除雪道具や安全対策用具の手入れ、点検を行う
・スコップやスノーダンプなどの除雪道具は、雪がつきにくくなるスプレーを使用するな
ど使いやすくしておく。
・除雪道具や安全対策用具が古くなり、壊れていないか定期的に点検しましょう。

３．除雪機械の雪詰まりはエンジンを切ってから棒などで取り除く
・雪が詰まったときは、必ずエンジンを切ってから雪を取り除く。
・つまりを取り除くときは、棒などを使用する。
・素手で取り除くのは、非常に危険なため絶対やめましょう。
・デッドマンクラッチ（安全装置）をひもで縛るなど、無効化することによる事故が増え
ています。絶対にやめましょう。

４．携帯電話を身につける
・事故が発生したときは、動くことができなくなることがあります。
・携帯電話を身につけることで、緊急時でも家族や緊急医療機関などにすぐに連絡をとる
ことができます。

５．無理はしない
・除雪作業は重労働です。体調が悪いときは、除雪作業を行わない。
・作業前には、準備運動を行う。
・こまめに休憩をとりながら作業を行う。
・寒い屋外での重労働による発作など発症の危険性があるため無理をしない。

公用車（センター車）使用に関するお願い
現在、当センターでは軽トラック１台、軽ダンプ１台、軽バン２台の計４台の公用車があり、

様々な就業の場で、多くの会員の方が使用しています。
最近、公用車使用に関し、キズや凹み等が目立つようになってきました。また、損傷させても事

務局に未報告の場合もあります。
公用車事故が発生すると、様々な手間で時間が取られ、センター業務に多大な影響があります。

もちろん、修理の間は公用車が使えません！
軽微な損傷は重大事故の危険につながります。

「公用車＝安全運転をして当たり前」、「公用車＝大切にしていて当たり前」センターの看板を背
負っているという意識や、公有財産だという意識を持ち、より一層慎重な注意を払って運転してい
ただくようお願いいたします。
公用車使用前後には、キズの有無等を確認し、公用車使用簿に記載するとともに、使用後には荷

台や室内の清掃をお願いいたします。
今後、悪質な場合や複数回事故を起こした方につきましては、

公用車の使用を禁止します。
会員皆様のご理解と、ご協力をお願いいたします。

（国土交通省 雪下ろし安全10箇条より抜粋）


